
榛生昇陽高校、また、今年４月に開校いたしました宇陀高校

の近況についてお知らせいたします。

まず、こちらをご覧ください。今年の学校行事での一コマで

す。久しぶりに、生徒たちのはじけるような明るい笑顔、歓声

が戻ってきました。

今年は、新型コロナの感染状況が、やや落ち着きを見せる中、

感染対策を徹底しながら、様々な行事に取り組んでいます。

コロナの感染状況により、２度延期せざるを得なかった修学

旅行ですが、３年生になってようやくこの４月に、四国方面探

訪という形で実施することができました。

また、学年ごとの球技大会では、専攻科対高校生の対戦が組

まれたり、教職員も参戦したりと、楽しい時間を共有しました。

これらの学校行事や日々の学校生活を通して、宇陀高校、榛

生昇陽高校、そして専攻科の生徒が交流を深めています。

さて、令和４年４月、大宇陀高校と榛生昇陽高校の歴史と伝

統を引き継ぎ、宇陀高校が誕生しました。

いのちを大切にする心を育み、自信と誇りをもった地域に貢

献できる生徒を育成することを目標としています。

ふたつの校舎がありますが、１年生は、この榛生昇陽高校の

校舎で学び、来年度から、こども・福祉科の２、３年生と専攻

科の生徒は、現在の大宇陀高校である大宇陀学舎で学ぶことに

なっています。

次は、学科の紹介です。

宇陀高校には、ＩＣＴの活用やグループワークなどを通じて

学びを深め、主に文系大学等への進学を目指す普通科、

学校での学びを生かし、小中学校へのプログラミングの出前

授業や情報コンテンツによるイベントを企画し、地域と連携し

た学習活動を行い、主に理系大学等への進学を目指す情報科学

科、保育・幼児教育、介護福祉、看護医療への進路実現を目指

すこども・福祉科が設置されています。

また、高校を卒業した方が、介護福祉士の資格取得を目指す、

専攻科介護福祉科も設置されています。



❤ 普通科の目標は、「学びの意味の発見」です。

■ なぜ学ぶのかを見つけるキャリア教育が充実。

■ ICTを活用し、グループワークを取り入れ、

「主体的・対話的で深い学び」を展開します。

■ 基礎から応用まで学び、進学や就職に対応します。

主に文系大学への進学を目指します。

■ 文系大学進学をサポートする学校独自の科目として、

日本史研究・世界史研究の授業があります。

■ 文系４年制大学の進学以外を希望する生徒のためにも、

授業が選択できるようになっています。

❤ 情報科学科は、理系４年制大学への進学を目指します。

■ 小・中学校へのプログラミングの出前授業や、情報

コンテンツによるイベントを企画し、地域と連携した

学習活動をおこないます。

■ 就職・進学に有利な国家資格であるＩＴパスポート・

基本情報技術者試験の取得もサポートします。

■ ３年間で２７単位の情報の専門科目を学びます。

■ １年生は専門科目の基礎となる「情報産業と社会」や

「情報テクノロジー」という科目で、情報産業と社会の

関わりについて学びます。

■ ２年生と３年生では「情報システムのプログラミング」

という授業で、プログラミングを活用し社会問題を解決

する活動を体験します。

■ 「情報デザイン」や「コンテンツの制作と発信」という

授業では、プレゼンテーション、web・コンテンツ、プロ
ジェクションマッピングなどによるイベントを企画し、情報

コンテンツの制作発信をめざします。

■ 課題研究は 3年間での学びをいかし、自分の関心のあ
る分野と情報の関わりについて自ら課題を設定し、研究を

行い、社会で必要とされる問題解決の能力を鍛えるための

自発的・想像的な学びを行います。

■ 情報科学科の学びを地域の活性化や課題の解決、幼児教

育や福祉への活用などにつなげる実践力を身に付けます。

■■ 普通科・情報科学科とも、宇陀高校での学びをいかし、

地域で活躍する人材の育成を目指します。




